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みんな揃ってはいチ～ズみんな揃ってはいチ～ズ
☆ 江差北小学校新１年生入学式☆ 江差北小学校新１年生入学式

３月10日３月10日～11日～11日

9月 6月

定例会
3月12月

・増永議員　　 6 P　（新）道の駅経済効果について	 ・塚本議員　　 7 P　有害鳥獣の捕獲後の処理について
・大門議員　　 8 P　風力発電設備の停止について	 	 ・出﨑議員　　 8 P　空き家等実態調査の結果について
・飯田議員　　 9 P　照井町長の４選出馬について	 	 ・田畑議員　　10P　日本で最も美しい村連合について
・小野寺議員　11P　道の駅整備事業の町民説明について	 ・西海谷議員　12P　道の駅等も含めた観光戦略について
・室井議員　　12P　町有財産の将来展望と有効策について	・小梅議員　　13P　防災情報伝達システムについて

一般質問一般質問

一般会計予算一般会計予算
総額８０億１，３００万円可決総額８０億１，３００万円可決
令和８年度令和８年度



　予算の大半を占める令和８年度一般会
計予算は８０億１，３００万円と昨年度に
比べ１２億７，９００万円（１９％）の増
額となりました。
　歳入は、町税総額で１，８０８万円（２．
２％）増や、地方交付税では２，３４２万
円（０．９％）と歳入増を見込み、その他
にも、政策的事業・建設事業（（仮称）道
の駅「かもめ島」整備事業等）に係る、
国庫支出金や町債の歳入増を見込んでい
る。
　歳出においても、【地域の活性化を目指
した取り組み】として（仮称）道の駅「か
もめ島」整備事業、【産業基盤の維持・強
化】として日本遺産地域活性化推進事業
や江差高等学校サテライン講習支援事業、

【地域産業力の強化と地域経済活性化】と
して各種産業に対する支援事業、【不幸０
のまちの実現】として各種福祉等計画策
定などが予算化され、議員から事業の進
め方や今後の見通しなどについて質疑が
行われました。

令和８年度一般会計予算　金額及び割合

令和８年度　一般会計予算令和８年度　一般会計予算
総額80億1,300万円を可決総額80億1,300万円を可決

　子育て支援、高齢者福祉、医療、防災、
教育等、町民の暮らしを守る分野につ
いて、安心して生活するための基盤が
しっかり確保されている。地域経済活
性化や人口減少を防ぐためには新たな取り組みが必
要であり、道の駅の建設が課題解決に向けた可能性
を生み、重要である。町民の暮らしを守り、江差町
の未来に繋がる一歩を踏み出すことの両方を見据え
た予算であると考える。

　エコーの防火施設、文化会館の移動
椅子などの弁償が済んでいない。また、
日本で最も美しい村連合の費用対効果
が無い事業投資を中止しないなど、あ
えて言えば馬と鹿である。熊問題についても田畑熊
条例を実行することで電光石火のごとく、早期に解
決する。「不幸０のマチ」は不必要な町長公用車の
支払いなど詐欺行為に当たる。町長公用車を廃止す
ることが町長の去り際の美学と考える。

大門　和幸 議員 田畑　豊利 議員賛　成 反　対

令和８年度一般会計は令和８年度一般会計は

前年度比で前年度比で18.99％増18.99％増

討　論　～私はこう考える

自主財源

28.3％

依存財源

71.7％

町税

8億3,572万円

使用料及手数料等

6億2,531万円

繰入金

8億734万円

地方交付税等

29億9,013万円

国庫支出金

14億1,612万円

道支出金

3億1,818万円

町債

10億2,020万円

歳 入
（財源）

義務的経費

27億5,767万円

投資的経費

18億9,398万円

その他経費

33億6,135万円

議会費

6,341万円

総務費

30億6,839万円

民生費

17億888万円
衛生費

5億4,669万円

労働費

546万円

農林水産業費

2億4,043万円

商工費

2億3,848万円

土木費

5億8,440万円

消防費

2億9,191万円

教育費

6億8,004万円

公債費

5億8,452万円

その他

40万円

歳 出
（使いみち）
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◎今年度の当初予算（一般会計）の主なものは
１　地域の活性化を目指した取り組み
（仮称）道の駅「かもめ島」整備事業

14億7,459万円
　新道の駅建設のための経費（令和８年度分）。

２　再生可能エネルギーに対する取組み
防災拠点や避難施設となる公共施設への再
生可能エネルギー設備等導入支援事業

748万円
　指定避難所として位置付けている役場庁舎へ、
再生可能エネルギー設備等を導入し、災害等に対
する強靭性の向上と地域の脱炭素化を同時実現す
る。

３　住民生活の向上と安全・安心のまちづくり
乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）

87万円
　３歳未満の保育所等へ入園していない子供で保
護者の就労要件を問わず月一定時間通園できる制
度で、かもめ保育園と江差幼稚園で実施するもの。
予算は江差幼稚園に対する給付費。
常設保育所費	 2,311万円
　「かもめ保育園」及び日明・水堀両保育園を統
合し「たばかぜ保育園」の運営に係る経費。また、
かもめ保育園の堰堤工事を実施する。

４　産業基盤の維持・強化
日本遺産地域活性化推進事業	 1,707万円
　地域固有の歴史文化資源の活用を通じで経済効
果を生み出すとともに、住民が地元への誇りを再
発見・再確認できる機会を創出することによる、
地域の活性化を図る。（官民一体となった観光振
興）

５　不幸ゼロのまちの実現
第６期江差町地域福祉計画策定	 732万円
　アンケート調査を実施し、調査結果を踏まえ、
関係団体と連携しながら令和８年度中に策定する
もの。
第10期高齢者福祉・介護保険事業計画策定

336万円
　アンケート調査を実施し、調査結果を踏まえ、
関係団体と連携しながら令和８年度中に策定する
もの。

６　地域・未来を担う人づくり
英語指導助手配置	 190万円
　現在のALTが本年７月で任期満了となることか
ら、８月より新たなALTを迎えるための経費。
小・中学校ICT環境整備	 74万円
　全ての小中学校の端末が更新となることから計
上するもの。
開陽丸船体現状確認調査	 971万円
　開陽丸船体の潜水調査、記録保存について、文
化庁の補助を活用し実施するもの。

７　地域を支える社会基盤の整備
町道五厘沢山崎線道路改良工事

8,000万円
　令和８年度から４か年での工事となり、今年度
は６００ｍを予定。
江差マース	 2,387万円
　江差町地域公共交通活性化協議会負担金事業と
江差マース事業に分けて計上していたものを集約
したもの。

８　将来にわたり持続可能な行財政運営に向けて
自治体情報システム標準化事業

1億2,469万円
　令和８年１０月から全てのシステムを標準化シ
ステムで運用するためのシステム移行費用。
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補 正 予 算

そ の 他
◎条例改正
◇江差町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について
◇江差町地方卸売市場設置条例の一部を改正する条例について
◇江差港マリーナ施設条例の一部を改正する条例について
◇繁次郎の里簡易宿泊施設設置条例の一部を改正する条例について
◎工事請負契約の締結（５千万円以上の工事）
◇江差町地方卸売市場移転新築工事
　[契約相手方]　株式会社 田畑建設　代表取締役 田畑　昌伸
　［契約の金額］　変更前　６２，０４０，０００円
　　　　　　　　変更後　６２，６６７，０００円

◎その他
◇江差町財政調整基金の処分について
◇財産の減額貸付について
◇江差町過疎地域持続的発展市町村計画（令和８年度～令和１２年度）の策定について

◎一般会計
◇�豊かな前浜づくりプロジェクト
	 1,030万円（その他特定財源ほか）
　令和４年度から開始しているプロジェクトで、
更なる増殖を図るべく、生簀１基を増設を行うも
の。増設により、種苗の増加が可能となる。

◇�テレビ・ラジオ難視聴対策（HBCラジオ江差
中継局管理用道路整備

	 1,096万7千円（全額一般財源）
　既存の連絡道路が通行不能となることから、中
継局の保守点検等のための管理用道路を新設する
もの。

☆その他14事業での補正があり、【全16事業】
の補正合計額は1億4,174万円となる。

◎国民健康保険費特別会計
◇�財政調整基金積立（利子）
	 12万6千円（その他特定財源ほか）
◎介護保険特別会計
◇�介護予防サービス等諸費
	 371万3千円（国庫支出金ほか）

◇�介護保険給付準備基金積立
	 681万3千円（その他特定財源ほか）
◎減額補正
◇�自治体情報システム標準化事業
	 1,457万4千円（国庫支出金ほか）

☆その他39事業（特別会計含む）での補正が
あり、【全40事業】の補正合計額は2億814万
円となる。

◎財源更正
◇�厚沢部町簡易水道施設更新事業負担金水道管移設
	 770万円（一般財源から地方債へ）

☆その他4事業での財源更正があり、【全5事
業】の財源更正合計額は1,273万4千円となる。

◎継続費補正
◇�仮称）道の駅「かもめ島」整備事業
	 19億7,309万2千円

☆その他4事業での財源更正があり、【全5事
業】の財源更正合計額は1,273万4千円となる。

◎繰越明許費補正
◇�橋梁長寿命化補修対策	 3,194万円
☆その他3事業での財源更正があり、【全4事
業】の繰越明許費補正合計額は1億73万5千円
となる。

◎債務負担行為補正
◇�江差マース事業	 1,950万2千円

☆その他71事業（特別会計及び企業会計含む）
での債務負担行為補正があり、【全72事業】
の債務負担行為補正となる。

令和８年第１回定例会で補正予算を含む議案等が審議され、全て原案のとおり可決されました。

運用している養殖生簀

新築工事中の市場
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議員にとって「一般質問」は、
議場という公の場で、町長や教
育長に対して町政運営の考え方
や将来に対する方針を質すこと
ができる唯一の場です。

◆質疑は要約されています◆
　議会だよりのスペースの都合上、質
問・答弁は要約したものを載せてい
ます。要約されていない質疑を確認し
たい場合は「ホームページ」もしくは
「YouTube」をご覧ください。
◆表示の説明◆
　文中の再、再再はそれぞれ再質問、
再再質問を表します。

一
般
質
問

一
般
質
問

1010
議
員
が
町
政
を
問
う

議
員
が
町
政
を
問
う

　第１回定例会において次のとおり、町長が行政報
告しました。
１　日本で最も美しい村連合１０年目審査結果について
２　日本遺産の継続審査について
３　寄附採納について
　◇ホクレン農業協同組合連合会
� 代表理事会長　篠原　末治　様
　　企業版ふるさと納税１００万円
　◇株式会社 五勝手屋本舗
� 代表取締役　小笠原　敏文　様
　　五勝手屋羊羹豆パン６９０個（学校給食提供）
　◇生活協同組合 コープさっぽろ
� 理事長　大見　英明　様
　　交通安全ランドセルカバー３０枚

　第１回臨時会において次のとおり、町長及び教育
長が行政報告しました。

１　寄附採納について（町長行政報告）
　◇株式会社 五勝手屋本舗
� 代表取締役　小笠原　敏文　様
　　現金 １０万円（図書館の図書充実のため）
　◇限会社 オオフル建築設計事務所
� 代表取締役　大古　正平　様
　　現金 ３万円（図書館の図書充実のため）
　◇株式会社 成和警備　� 代表取締役　阿部　正康　様
　　企業版ふるさと納税（金額非公表）
１　学校職員の逮捕について（教育長行政報告）

第 1 回 定 例 会  第 1 回 定 例 会  行 政 報 告

意 見 書 を 提 出
　３月定例会では１件の意見書を提出し、可決、関係
行政機関へ送付しました。

《可決》
□意見書
　◆高額療養費制度の負担上限額引き上げの撤回を求
める意見書の提出について
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現
状
の
財
政
状
況
や
算

出
根
拠
の
説
明
が
な
く
、

町
民
は
理
解
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
13
年
後
に
売
上
が

２
倍
に
な
る
か
伺
う
。

町
長
１
点
目
、
一
般
的

な
経
済
波
及
効
果
の
試
算

方
法
に
倣
い
整
理
し
た
も
の
。

　

２
点
目
、
事
業
者
グ

ル
ー
プ
の
経
営
努
力
に
よ

り
実
現
可
能
と
見
込
ん
で

設
定
し
た
数
値
で
あ
る
。

再
観
光
入
込
数
は
尻
つ

ぼ
み
と
な
っ
て
お
り
、
13

年
後
に
売
上
が
２
倍
に
な

る
か
疑
問
。
ま
た
、
建
設

費
21
億
円
の
投
資
効
果
や

現
状
の
経
済
状
況
が
示
さ

れ
て
お
ら
ず
、
建
設
費
効

果
も
含
め
た
一
連
の
経
済

効
果
を
示
し
、
丁
寧
な
経

済
効
果
に
作
り
直
す
べ
き

問　
道
の
駅
の
経
済
効
果
に
つ
い
て

答　
変
動
分
も
含
め
内
部
で
整
理
す
る

無
　
会
　
派

議
員

増ま
す
な
が永

　
一か

ず
ひ
こ彦

お
り
、
根
拠
の
説
明
を
。

　
ま
た
、
エ
コ
ー
運
営
を

民
間
に
す
る
こ
と
が
効
率

的
な
得
策
と
考
え
る
が
所

見
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

  

容
易
で
な
い
が
、
達
成
に

向
け
努
力
し
て
い
く
。

　
２
点
目
、
民
間
へ
の
考

え
は
持
た
ず
、
町
と
し
て

適
切
な
管
理
運
営
に
努
め

て
い
く
。

い
額
で
は
な
い
が
、
新
道

の
駅
整
備
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
や
む
を
得
な
い
返

還
と
判
断
し
て
い
る
。

再
１
年
２
ヶ
月
待
て
ば

返
還
不
要
で
あ
り
、
建
設

を
進
め
る
こ
と
に
町
民
は

疑
問
を
感
じ
て
い
る
。
解

体
契
約
が
遅
れ
た
原
因
は
。

町
長
令
和
７
年
４
月
頃

よ
り
協
議
を
進
め
て
き
た
。

内
閣
府
と
の
調
整
に
時
間

を
要
し
、
当
初
想
定
よ
り

も
遅
れ
た
も
の
で
あ
り
ご

理
解
願
い
ま
す
。

　
　
エ
コ
ー
が
オ
ー
プ
ン

し
、
上
町
地
域
活
性
化
に

貢
献
し
た
効
果
を
具
体
的

に
示
さ
れ
た
い
。

町
長
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
基
づ
き

効
果
を
検
証
し
て
い
く
が
、

上
町
地
域
活
性
化
の
効
果

を
示
す
数
字
を
把
握
す
る

こ
と
は
困
難
な
た
め
ご
理

解
願
い
ま
す
。

再
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

目
標
達
成
見
込
み
と
し
て

　
返
還
し
て
ま
で
解
体
が

必
要
か
伺
う
。

１
、�

返
還
に
気
づ
い
た
時

期
は
。

２
、�

何
日
不
足
し
て
い
た

の
か
。

３
、�

町
に
と
っ
て
返
還
金

１
，
２
２
０
万
は
大

き
い
か
、
小
さ
い
か
。

町
長
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
に
係
る
財
産
処
分

に
伴
い
返
還
す
る
も
の
。

　
１
点
目
、
令
和
６
年
１

月
時
点
で
認
識
し
て
い
た
。

　
２
点
目
、
お
よ
そ
１
年

２
か
月
弱
と
な
る
。

　
３
点
目
、
決
し
て
小
さ

問　
エ
コ
ー
の
具
体
的
な
効
果
に
つ
い
て

問　
開
陽
丸
補
助
金
返
還
に
つ
い
て

答　
集
客
を
経
済
効
果
に
繋
げ
て
い
く

答　
事
業
を
進
め
る
上
で
や
む
を
得
な
い
返
還

企
業
努
力
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
２
点
目
、
目
標
を
継
続

し
募
集
強
化
を
行
う
。

　
３
点
目
、
必
要
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
手
続
き
を
進
め

て
い
る
。

再
再
工
事
費
増
額
分
も

企
業
努
力
で
対
応
す
る
と

い
う
こ
と
か
。
ま
た
、
申

請
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら

と
い
う
こ
と
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

 

要
望
手
続
き
は
行
っ
て
お

り
、
内
示
を
待
っ
て
い
る

段
階
。

町
長
開
陽
丸
管
理
棟
の

解
体
な
ど
、
増
永
議
員
も

含
め
賛
成
い
た
だ
き
議
決

い
た
だ
い
て
い
る
。
建
設

事
業
の
み
を
止
め
る
こ
と

は
、
現
実
的
な
話
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

化
を
要
望
し
て
き
た
。
今

後
も
関
係
団
体
と
連
携
し

対
策
に
取
り
組
む
。

　
新
道
の
駅
は
約
21
億
円

の
建
設
費
で
間
に
合
う
の

か
。
ま
た
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
、
現
在
の
金
額

公
表
を
。

町
長
提
案
事
業
費
の
範

囲
内
で
対
応
可
能
。

　
２
点
目
、
か
も
め
島
交

流
拠
点
づ
く
り
基
金
残
高

と
合
わ
せ
、
４
，
３
８
１

万
５
千
円
と
な
る
。

再
事
業
費
が
増
額
し
た

場
合
の
資
金
調
達
は
。
現

状
で
も
ふ
る
さ
と
納
税
３

億
円
を
目
指
す
の
か
。

　
令
和
８
年
度
は
町
長
改

選
期
で
あ
り
、
町
長
選
後

に
判
断
し
て
も
遅
く
な
い

と
考
え
る
。
ま
た
、
国
へ

の
交
付
金
申
請
を
有
無
に

つ
い
て
も
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

 

提
案
価
格
に
収
ま
る
よ
う

　
毎
年
、
ス
リ
ッ
プ
事
故

や
接
触
事
故
が
多
発
し
て

お
り
、
今
後
の
道
路
管
理

者
へ
の
対
応
を
伺
う
。

町
長
函
館
開
発
建
設
部

に
対
策
や
注
意
喚
起
の
強

問　
道
の
駅
建
築
費
と
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　
国
道
田
沢
町
の
登
坂
車
線
事
故
に
つ
い
て

答　
３
月
末
ま
で
に
お
示
し
す
る

答　
国
と
連
携
し
対
処
し
て
い
く

と
考
え
る
が
伺
う
。

町
長
反
問
権
の
使
用

許
可
願
い
ま
す
。

議
長
反
問
権
の
行
使
、

発
言
を
許
可
す
る
。

町
長
（
反
問
）
現
状

把
握
に
関
し
て
、
ど
の

部
分
が
足
り
て
お
ら
ず
、

反
映
さ
せ
る
べ
き
と
い

う
具
体
的
な
数
値
を
お

示
し
願
う
。

増
永
議
員
１
次
産
業

の
状
況
全
て
を
把
握
し
、

状
況
を
ど
う
理
解
し
て

い
る
か
。

副
町
長
１
次
産
業
は
各

組
合
か
ら
の
報
告
に
よ
り

把
握
し
、
総
合
計
画
の
中

で
示
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
と
比
べ
、
直
近
の
生

産
額
は
約
20
億
増
加
し
て

い
る
。

再
再
ラ
ン
ニ
ン
グ
経
済

効
果
を
含
め
た
一
連
の
経

済
効
果
は
作
る
の
か
。

副
町
長
数
値
が
変
動
す

る
可
能
性
も
あ
り
、
間
接

的
経
費
も
含
め
内
部
で
整

理
し
て
い
く
。

増永　一彦議員
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る
が
町
の
対
応
を
伺
う
。

町
長
渡
島
地
方
で
は
、

ジ
ビ
エ
加
工
施
設
が
数
件

稼
働
し
て
お
り
、
函
館
の

民
間
会
社
が
、
新
た
な
ジ

ビ
エ
加
工
施
設
を
建
設
し
、

本
年
２
月
11
日
か
ら
稼
働

を
開
始
し
た
。
当
該
民
間

会
社
は
、
今
後
も
各
地
に

ジ
ビ
エ
加
工
施
設
の
建
設

を
検
討
し
て
お
り
、
檜
山

地
域
も
候
補
地
と
し
て
挙

が
っ
て
い
る
。
各
施
設
の

運
営
に
は
、
年
間
で
一
定

規
模
の
安
定
的
な
頭
数
の

受
け
入
れ
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
近

隣
町
と
の
情
報
共
有
を
図

り
、
町
内
に
お
け
る
ク
マ

や
シ
カ
の
出
没
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
江
差
町
と

し
て
必
要
な
対
応
を
見
極

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
檜
山
管
内
で
昨
年
、
３

49
頭
の
ク
マ
が
捕
獲
さ
れ
、

前
年
の
５
．
６
倍
と
な
っ

て
い
る
。
有
害
鳥
獣
は
捕

獲
後
に
南
部
檜
山
衛
生
処

理
組
合
に
て
処
分
さ
れ
て

い
る
が
、
現
状
で
は
処
理

能
力
を
上
回
っ
て
い
る
。

一
方
、
渡
島
地
方
で
は
、

捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
の
有

効
利
用
と
し
て
、
ジ
ビ
エ

の
利
用
が
拡
大
し
て
き
て

お
り
、
檜
山
南
部
エ
リ
ア

に
お
い
て
も
、
近
隣
市
町

村
と
連
携
し
な
が
ら
、
捕

獲
し
た
有
害
鳥
獣
を
し
っ

か
り
有
効
に
生
か
す
と
い

う
こ
と
が
、
今
後
、
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ

問　
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
後
の
処
理
に
つ
い
て

答　
近
隣
町
と
連
携
し
対
応
を
検
討
す
る

無　
会　
派

議
員

塚つ
か
も
と本

　
　
眞ま

こ
と

塚本　　眞議員

令和８年度に予定している役場庁舎への再生可能エネルギー設備設置案

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
に
つ
い
て
、
江
差

町
地
域
再
エ
ネ
導
入
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
江
差
町

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
実

行
計
画
の
実
現
の
た
め
に
、

具
体
的
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
さ
ら
に
、
洋
上
風
力
関

係
に
つ
い
て
、
今
後
法
定

協
議
会
で
地
域
の
共
存
、

新
た
な
産
業
、
雇
用
、
観

光
資
源
の
創
出
等
々
が
、

今
後
の
設
置
の
条
件
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
が
、

江
差
町
洋
上
風
力
推
進
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
全
て

を
任
せ
る
こ
と
な
く
、
町

の
資
産
と
し
て
新
た
な
産

業
振
興
に
対
す
る
方
針
を

具
体
的
に
示
し
て
い
く
こ

と
が
非
常
に
重
要
と
考
え

る
が
、
具
体
的
な
考
え
方

を
併
せ
て
伺
う
。

町
長
令
和
８
年
度
予
算

に
お
い
て
、
役
場
庁
舎
へ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
等
を
導
入
し
、
災
害
等

に
対
す
る
強
靱
性
の
向
上

と
地
域
の
脱
炭
素
化
の
同

時
実
現
を
図
る
計
画
策
定

予
算
を
提
出
し
た
。

　
檜
山
沖
洋
上
風
力
発
電

事
業
に
つ
い
て
、
風
車
基

礎
工
事
を
始
め
、
風
車
の

維
持
管
理
、
海
洋
構
築

物
の
保
守
管
理
等
な
ど
、

様
々
な
業
務
が
あ
る
こ
と

か
ら
新
た
な
産
業
の
創
出
、

宿
泊
、
飲
食
な
ど
の
利
用

に
よ
る
経
済
効
果
は
大
き

い
も
の
と
受
け
止
め
て
お

り
、
町
内
に
お
け
る
洋
上

風
力
の
効
果
を
最
大
限
獲

得
す
る
た
め
、
昨
年
の
12

月
に
官
民
一
体
と
な
っ
た

江
差
町
洋
上
風
力
推
進
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
立

し
、
地
域
の
発
展
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
地
方
港
湾
を
有
す
る
本

町
の
優
位
性
を
踏
ま
え
、

保
守
管
理
拠
点
校
と
し
て

関
連
す
る
企
業
の
誘
致
を

図
っ
て
い
く
こ
と
、
併
せ

て
、
洋
上
風
力
に
お
け
る

人
材
の
育
成
確
保
に
繋
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
人

材
育
成
施
設
の
誘
致
を
確

実
に
進
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

再
役
場
庁
舎
の
み
な
ら

ず
、
江
差
町
内
に
あ
る
企

業
や
住
民
に
も
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
の
趣
旨
を
十
分
理
解

し
て
も
ら
い
、
今
後
、
江

差
町
と
し
て
太
陽
光
発
電

の
推
進
等
々
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
提
案
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
考

え
を
伺
う
。

総
務
課
参
事
再
エ
ネ
導

入
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

を
見
直
す
時
期
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
中
で
、
町
民

と
事
業
者
が
一
体
と
な
っ

た
施
策
を
協
議
し
て
い
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
、
町

民
一
体
と
な
っ
て
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

問　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
つ
い
て

答　
官
民
一
体
と
な
っ
て
協
議
を
進
め
て
い
く
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い
る
の
か
。
ま
た
、
国
道

沿
い
と
い
う
立
地
を
踏
ま

え
、
長
期
間
稼
働
し
な
い

状
況
が
続
く
こ
と
に
よ
る

景
観
の
影
響
に
つ
い
て
町

の
認
識
を
伺
う
。

　
最
後
に
、
運
営
事
業
者

と
の
情
報
共
有
体
制
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
今
後
、
長
期
間
に
わ

た
り
稼
働
停
止
が
続
く
場

合
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
関
与
し
て
い
く
の
か
見

解
を
伺
う
。

町
長
当
町
で
の
小
型
風

力
発
電
設
備
は
47
基
稼
働

し
て
お
り
、
現
在
、
稼
働

し
て
い
な
い
小
型
風
力
発

電
設
備
は
２
、
３
機
と
思

わ
れ
る
。

　
２
点
目
、
把
握
し
き
れ

て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ

再
イ
ベ
ン
ト
後
の
情
報

収
集
等
の
活
動
は
、
追
分

観
光
課
で
な
く
江
差
観
光

み
ら
い
機
構
に
期
待
し
た

い
が
町
の
考
え
を
伺
う
。

追
分
観
光
課
長
Ｄ
Ｍ
Ｏ

が
果
た
す
役
割
は
非
常
に

大
き
い
と
認
識
し
て
お
り
、

地
域
に
利
益
を
生
み
出
す

た
め
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
今
後
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
基
盤

強
化
を
図
り
な
が
ら
、
観

光
の
中
心
的
役
割
を
担
う

り
理
由
と
し
て
は
、
毎
年

の
定
期
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
状
況
。

　
３
点
目
、
固
定
資
産
税

へ
の
影
響
は
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
景
観
へ
の
影
響
に
つ
い

て
、
事
業
者
に
対
し
適
切

な
配
置
と
な
る
よ
う
求
め

て
い
く
。

　
最
後
に
、
運
営
事
業
者

と
の
情
報
共
有
体
制
に
つ

い
て
、
小
型
風
力
発
電
設

備
の
設
置
お
よ
び
事
業
体

制
等
の
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
届
け
出
る
規
定
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

情
報
共
有
に
努
め
て
い

く
。
町
の
関
与
に
つ
い
て

は
、
発
電
さ
れ
た
電
気
が

固
定
価
格
買
取
制
度
に
基

づ
く
場
合
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
国
と
連
携
し
て
対
処

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

団
体
と
し
て
町
や
関
係
団

体
と
連
携
し
て
い
く
。

再
再
み
ら
い
機
構
が
司

令
塔
と
し
て
機
能
を
発
揮

で
き
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト

の
連
携
、
上
町
や
北
部
地

域
を
含
め
、
活
動
が
見
え

る
よ
う
期
待
し
た
い
が
所

見
を
伺
う
。

町
長
み
ら
い
機
構
は
地

域
の
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
す
る
組
織
で
あ
り
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
役
割
を

し
っ
か
り
果
た
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
中
で
上
町
、
北
部
地
域
、

全
町
を
意
識
し
な
が
ら
運

営
を
考
え
て
お
り
ご
理
解

願
い
ま
す
。

　
田
沢
町
の
国
道
沿
い
に

設
置
さ
れ
て
い
る
風
力
発

電
設
備
が
一
定
期
間
稼
働

し
て
い
な
い
状
況
が
見
受

け
ら
れ
る
が
、
現
在
停
止

し
て
い
る
風
力
発
電
設
備

が
何
基
あ
る
の
か
、
町
と

し
て
把
握
し
て
い
る
の
か
、

把
握
し
て
い
る
場
合
の
停

止
時
期
及
び
停
止
期
間
に

つ
い
て
伺
う
。

　
２
点
目
、
停
止
の
理
由

に
つ
い
て
設
備
故
障
、
点

検
等
に
よ
る
計
画
停
止
あ

る
い
は
事
業
者
の
経
営
判

断
の
い
ず
れ
に
よ
る
も
の

と
町
は
認
識
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
３
点
目
、
稼
働
停
止
に

よ
る
固
定
資
産
税
な
ど
町

財
政
へ
の
影
響
は
生
じ
て

　
江
差
美
味
百
彩
鍋
祭
り

に
つ
い
て
、
江
差
町
が
共

催
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど

ん
な
メ
ニ
ュ
ー
に
人
気
が

集
ま
っ
た
か
。

　
２
点
目
、
こ
の
成
果
を

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
ど

の
よ
う
に
繋
げ
て
い
く
か

伺
う
。

町
長
各
店
舗
と
も
独
自

の
メ
ニ
ュ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

好
評
で
あ
っ
た
と
伺
っ
て

い
る
。

　
主
催
者
に
て
来
場
者
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、

寄
せ
ら
れ
た
声
を
次
回
以

降
の
イ
ベ
ン
ト
作
り
に
反

映
す
る
も
の
と
聞
い
て
お

り
、
町
と
し
て
協
力
し
て

い
き
た
い
。

問　
風
力
発
電
設
備
の
停
止
に
つ
い
て

問　
な
べ
ま
つ
り
の
結
果
に
つ
い
て

答　
国
と
連
携
し
対
処
し
て
い
く

答　
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
運
営
に
つ
な
げ
て
い
く

無　
会　
派

議
員

出で
さ
き﨑

　
太た

ろ
う郎

停止したままの
小型風力発電設備

大門　和幸議員

出﨑　太郎議員

無
　
会
　
派

議
員

大だ
い
も
ん門

　
和か

ず
ゆ
き幸

　
本
年
度
、
空
き
家
等
実

態
調
査
及
び
台
帳
整
備
が

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
調

査
の
進
捗
状
況
、
結
果
の

公
表
時
期
及
び
成
果
を
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

か
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

町
長
調
査
の
公
表
時
期

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
内

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お

知
ら
せ
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
調
査
成
果
に
つ
き

ま
し
て
、
現
在
策
定
中
で

あ
る
江
差
町
空
き
家
等
対

策
計
画
に
活
用
し
、
今
回

の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ

た
課
題
や
対
策
を
整
理
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
お

り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

問　
空
き
家
等
実
態
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

答　
調
査
結
果
を
基
に
課
題
等
を
整
理
す
る
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だ
き
、
可
決
を
い
た
だ
い

た
後
、
慎
重
か
つ
着
実
に

執
行
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

４
選
出
馬
に
関
し
て
、

し
か
る
べ
き
時
期
に
判
断

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

再
過
去
最
大
の
財
政
規

模
で
あ
り
、
大
き
な
底
上

げ
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

道
の
駅
事
業
で
あ
る
。
早

期
に
態
度
を
表
明
し
、
重

要
案
件
に
取
り
組
む
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
改
め
て

４
選
に
つ
い
て
の
意
思
を

も
う
一
度
伺
う
。　

町
長
繰
り
返
し
の
答
弁

と
な
る
が
、
今
の
答
弁
で

き
る
内
容
と
い
た
し
ま
し

て
、
熟
慮
の
上
、
し
か
る

べ
き
時
期
に
判
断
を
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

町
政
執
行
方
針
が
示

さ
れ
、
令
和
８
年
度
予

算
総
額
は
対
前
年
度
比

15
．
９
％
増
の
１
０
２
億

数
千
万
円
の
大
規
模
予
算

と
な
っ
た
が
、
令
和
８
年

度
は
重
要
政
策
も
山
積
し
、

町
の
将
来
を
左
右
す
る
重

要
な
年
で
あ
る
。
照
井
町

長
に
お
き
ま
し
て
は
、
早

急
に
４
選
出
馬
に
つ
い
て

態
度
表
明
す
べ
き
と
考
え

る
が
所
信
を
伺
う
。

町
長
令
和
８
年
度
予
算

案
は
、
新
道
の
駅
の
建
設

事
業
費
を
盛
り
込
ん
で
お

り
、
規
模
の
大
き
な
予
算

と
な
っ
て
い
る
が
、
令
和

８
年
度
各
会
計
予
算
を
議

員
の
皆
様
に
ご
議
論
い
た

問　
照
井
町
長
の
４
選
出
馬
に
つ
い
て

答　
し
か
る
べ
き
時
期
に
判
断
し
て
い
く

無　
会　
派

議
員

飯い
い
だ田

　
隆り

ゅ
う
い
ち一

　

町
政
運
営
に
当
た
り
、

町
民
に
寄
り
添
い
、
町
民

の
声
を
広
く
聞
く
と
い
う

成
立
性
が
求
め
ら
れ
る
。

町
民
懇
談
会
や
町
民
と
の

対
話
集
会
等
を
開
催
し
な

が
ら
、
広
く
意
見
を
聞
く

と
い
う
考
え
が
求
め
ら
れ

る
が
町
長
の
所
信
を
伺
う
。

　
２
点
目
、
北
海
道
の
機

関
で
あ
る
、
道
立
江
差
病

院
、
江
差
高
等
看
護
学
院
、

江
差
高
校
等
に
つ
い
て
、

生
徒
数
、
入
学
希
望
者
も

減
少
し
て
お
り
、
利
用
者

も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
南

檜
山
に
と
っ
て
、
欠
く
こ

と
が
で
き
な
い
施
設
、
機

関
で
あ
り
、
町
長
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
近

隣
町
と
連
携
を
し
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
施
設
と
す
べ

く
活
動
す
べ
き
と
考
え
る

が
所
信
を
伺
う
。

町
長
こ
れ
ま
で
も
ま
ち

づ
く
り
懇
話
会
な
ど
を
開

催
し
、
住
民
か
ら
意
見
を

聞
く
機
会
を
設
け
て
き
た
。

４
月
中
に
新
し
い
道
の
駅

を
テ
ー
マ
に
、
町
民
に
説

若
い
方
々
と
の
懇
談
の
場

が
少
な
く
感
じ
る
が
、
そ

う
い
う
方
々
が
出
席
で
き

る
よ
う
な
懇
談
会
を
開
催

す
べ
き
と
考
え
る
が
改
め

て
所
見
を
伺
う
。

　
管
内
の
人
口
減
少
が
理

由
と
し
て
大
き
い
と
考
え

る
が
、
上
ノ
国
の
例
に
見

る
と
、
町
の
高
校
を
維
持

す
る
た
め
、
様
々
な
方
策

を
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

看
護
師
の
確
保
対
策
補
助

金
等
の
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
る
が
、
依
然
と
し

て
利
用
者
、
入
学
者
が

減
っ
て
い
る
こ
と
は
、
効

果
が
出
て
き
て
い
な
い
と

考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
現

状
を
認
識
し
た
中
で
、
早

期
に
各
自
治
体
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
実
効
性
の

あ
る
対
策
を
望
む
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

町
長
子
育
て
環
境
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
な
ど
、
子

育
て
世
代
の
声
を
聞
く
機

会
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
地
域
の
中
で
必
要
な
教

育
機
関
と
い
う
こ
と
で
、

江
差
町
と
し
て
連
携
で
き

る
と
こ
ろ
は
最
大
限
連
携

し
な
が
ら
、
地
域
医
療
を

地
域
の
福
祉
に
寄
与
す
る

明
、
意
見
交
換
を
行
う
機

会
を
設
け
る
予
定
で
取
り

進
め
て
い
る
。
様
々
な
案

件
が
あ
り
、
住
民
と
直
接

議
論
が
で
き
な
い
場
面
も

あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
地

方
自
治
に
お
け
る
議
会
制

民
主
主
義
が
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
。

　
第
一
義
的
に
は
議
会
に

お
い
て
、
議
員
と
の
議
論

を
通
じ
、
町
と
し
て
の
意

思
を
形
成
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
町
民
へ

の
説
明
、
意
見
交
換
が
必

要
で
あ
れ
ば
、
機
会
を
積

極
的
に
設
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ご
理
解
願

い
ま
す
。

　
２
点
目
、
人
口
減
少
入

学
者
、
利
用
者
の
減
少
な

ど
に
よ
り
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
が
、
地
域
に

と
っ
て
重
要
な
機
関
で
あ

り
、
維
持
存
続
に
向
け
て

近
隣
市
町
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
対
応
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ご
理
解
願
い

ま
す
。

再
子
育
て
世
代
で
あ
る

よ
う
な
機
関
と
な
る
よ
う
、

支
援
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ご
理
解

願
い
ま
す
。  

教
育
長
学
校
を
卒
業
す

る
子
供
た
ち
が
江
差
高
校

に
魅
力
を
感
じ
、
江
差
高

校
に
進
学
を
し
、
そ
の
先

の
進
路
を
実
現
す
る
と
い

う
思
い
を
持
て
る
よ
う
な

学
校
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
町

と
し
て
、
江
差
高
校
と
し

て
学
校
の
魅
力
化
、
特
色

化
に
様
々
な
考
え
を
持
っ

て
お
り
、
そ
の
考
え
に
対

し
て
江
差
町
と
し
て
、
ど

こ
ま
で
協
力
で
き
る
か
、

ど
う
い
う
形
で
関
与
し
て

い
く
の
か
、
今
後
、
関
係

町
も
含
め
な
が
ら
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ご
理
解
願
い
ま

す
。

問　
照
井
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

答　
町
民
の
声
や
近
隣
町
連
携
を
図
る

飯田　隆一議員
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て
い
る
特
定
非
営
利
活
動

法
人
ア
ー
ス
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
通
称
ア
ス
パ
に

対
し
、
な
ぜ
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
わ
な
か
っ
た
の
か
伺

う
。町

長
美
し
い
村
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
に
よ

り
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、
物
販

を
行
う
な
ど
、
江
差
町
の

知
名
度
向
上
と
と
も
に
、

江
差
を
訪
れ
て
い
た
だ
く

　
日
本
で
最
も
美
し
い
村

連
合
事
業
に
つ
い
て
、
加

盟
し
て
か
ら
10
年
経
っ
た

が
費
用
対
効
果
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
２
点
目
、
こ
の
事
業
は

５
年
ご
と
に
ロ
ー
リ
ン
グ

を
し
て
お
り
、
江
差
町
も

令
和
３
年
12
月
に
２
日
間

審
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

際
、
審
査
員
を
送
迎
し
て

お
り
、
連
合
の
規
定
、
規

約
違
反
と
考
え
ま
す
が
所

見
を
伺
う
。

　
３
点
目
、
審
査
員
は
地

域
で
活
動
し
て
い
る
様
々

な
方
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
地
域
の
隅
々
ま
で

詳
細
な
審
査
が
行
わ
れ
る

が
、
海
岸
、
浜
等
の
景
観
、

清
掃
活
動
を
９
年
間
続
け 田畑　豊利議員

　

令
和
８
年
３
月
現
在
、

ク
マ
問
題
は
１
ミ
リ
も
１

秒
も
進
ん
で
い
な
い
。
こ

れ
を
電
光
石
火
に
解
決
す

る
方
法
を
田
畑
が
提
案
す

る
、
田
畑
熊
プ
ラ
ン
を
江

差
町
民
と
北
海
道
、
国
が

ワ
ン
チ
ー
ム
と
成
っ
て
今

日
か
ら
で
も
行
動
す
る
べ

き
だ
と
考
え
る
。

　
江
差
町
の
山
に
ク
マ
の

楽
園
、
ク
マ
食
堂
を
作
れ

ば
一
発
で
問
題
は
解
決
す

る
。
ク
マ
は
生
き
る
た
め

食
料
を
確
保
す
る
行
動
を

し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

１
日
も
早
く
ク
マ
食
堂
を

創
造
す
る
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
る

こ
と
を
速
急
に
行
う
べ
き
。

田
畑
熊
プ
ラ
ン
の
骨
子

　

�

１
つ
、
江
差
町
民
の
命

と
生
活
を
守
る
。

　

�

２
つ
、
世
界
中
の
フ
ー

ド
ロ
ス
問
題
を
解
決
す

る
。

　

�

３
つ
、
江
差
町
の
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

る
。

　

�

４
つ
、
江
差
ク
マ
モ
デ

ル
を
世
界
中
に
発
信
す

る
。

　
�

５
つ
、
交
付
金
を
頼
ら

な
い
町
に
す
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
町
長
の

見
解
を
伺
う
。

町
長
国
に
よ
る
ク
マ
被

害
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
道

の
施
策
な
ど
の
支
援
も
あ

り
、
道
内
全
体
で
の
ヒ
グ

マ
捕
獲
頭
数
は
、
過
去
最

高
を
記
録
す
る
な
ど
対
策

は
進
ん
で
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
ク
マ
食
堂
の
具
体
的
内

容
は
わ
か
り
か
ね
る
が
、

一
般
論
と
し
て
、
ク
マ
へ

の
餌
付
け
は
条
例
で
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
田
畑
議
員

が
ご
提
案
さ
れ
た
ク
マ
食

堂
の
な
る
も
の
を
、
ク
マ

対
策
と
し
て
検
討
す
る
考

え
は
持
っ
て
い
な
い
。

問　
熊
問
題
に
対
す
る
提
案
に
つ
い
て

答　
提
案
対
策
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い

一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
２
点
目
、
審
査
員
の
送

迎
に
つ
い
て
明
確
に
定
め

ら
れ
て
い
る
規
約
規
定
等

は
存
在
せ
ず
、
ノ
ベ
ル

テ
ィ
の
配
布
も
含
め
一
般

的
な
対
応
の
範
囲
内
で
あ

る
と
判
断
し
て
い
る
。
連

合
事
務
局
も
同
様
の
認
識

で
あ
る
。

　
３
点
目
、
田
畑
議
員
が

代
表
を
務
め
る
ア
ス
パ
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い

て
、
当
町
の
美
し
い
村
登

録
資
源
は
、
い
に
し
え
街

道
、
江
差
追
分
、
姥
神
大

神
宮
渡
御
祭
の
三
つ
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
団
体
等
を
中

心
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

再
審
査
に
来
た
２
名
に

つ
い
て
、
旅
費
が
一
人
当

た
り
約
10
万
円
の
支
給
を

さ
れ
て
い
る
と
確
認
し
た
。

こ
れ
は
ま
さ
し
く
無
駄
遣

い
と
思
う
が
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

追
分
観
光
課
長
あ
く
ま

で
も
美
し
い
村
連
合
の
内

規
の
話
で
あ
り
、
答
弁
は

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。日本で最も美しい村連合事業クリーンアップ作戦の様子

問　
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に
つ
い
て

答　
江
差
町
の
知
名
度
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る

無
　
会
　
派

議
員

田た
ば
た畑

　
豊と

よ
と
し利

町内にて箱ワナで捕獲した熊
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日
本
共
産
党

議
員

小お
の
で
ら

野
寺
　
真ま

こ
と

町
長
４
月
中
に
説
明
会

を
開
催
し
、
財
政
へ
の
影

響
な
ど
改
め
て
説
明
す
る
。

理
解
を
深
め
、
関
心
を
高

め
る
よ
う
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
に

努
め
る
。

　
２
点
目
、
各
関
係
団
体

や
事
業
者
グ
ル
ー
プ
と
連

携
を
図
り
対
応
し
て
い
く
。

　
３
点
目
、
入
館
者
数
の

内
訳
は
設
定
し
て
い
な
い

が
、
町
民
の
利
用
促
進
の

観
点
か
ら
江
差
マ
ー
ス
や

町
バ
ス
つ
い
て
検
討
す
る
。

再
説
明
会
の
回
数
な
ど

改
め
て
検
討
し
開
催
す
べ

き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺

う
。

　
２
点
目
、
協
議
の
進
捗

が
町
民
に
は
見
え
に
く
い

が
、
現
状
を
伺
う
。

　
３
点
目
、
年
間
来
訪
者

や
客
単
価
、
営
業
利
益
率

の
数
字
を
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
か
。

　
オ
ー
プ
ン
時
期
は
ど
う

な
る
の
か
。
ま
た
、
オ
ー

プ
ン
に
向
け
た
広
報
等
を

　
町
民
の
中
に
は
反
対
や

心
配
の
声
も
あ
り
、
13
年

間
の
収
支
計
画
に
つ
い
て

も
疑
問
が
あ
る
。
事
業
の

全
体
像
を
し
っ
か
り
説
明

す
べ
き
。
ま
た
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
工
夫

し
た
掲
載
に
つ
い
て
所
見

を
伺
う
。

　
２
点
目
、
商
工
会
、
農

協
、
漁
協
等
と
事
業
者
と

の
話
し
合
い
の
進
捗
と
今

後
の
進
め
方
を
伺
う
。

　
３
点
目
、
年
間
９
万
５
，

０
０
０
人
の
来
訪
見
込
み

に
つ
い
て
、
町
民
利
用
は

何
人
程
度
を
見
込
ん
で
い

る
か
。
ま
た
、
江
差
マ
ー

ス
や
町
バ
ス
活
用
に
つ
い

て
所
見
を
伺
う
。

問　
道
の
駅
整
備
事
業
の
町
民
説
明
に
つ
い
て

答　
事
業
者
と
連
携
を
図
り
対
応
し
て
い
く

　

住
民
主
体
の
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
伺
う
。

　
２
点
目
、
江
差
町
社
会

福
祉
協
議
会
と
の
協
議
内

容
、
支
援
策
に
つ
い
て
伺

う
。町

長
住
民
主
体
の
支
え

合
い
に
よ
る
体
制
の
充
実

が
重
要
で
あ
り
、、
令
和

８
年
度
中
に
方
向
性
を
整

理
し
進
め
て
い
く
。

　
２
点
目
、
江
差
町
社
会

福
祉
協
議
会
と
地
域
の
実

情
や
課
題
を
共
有
し
、
地

　
福
祉
・
介
護
に
お
い
て

申
請
し
な
い
と
サ
ー
ビ
ス

が
届
か
な
い
と
い
う
課
題

が
あ
り
、
プ
ッ
シ
ュ
型
支

援
が
必
要
と
考
え
る
が
所

見
を
伺
う
。
ま
た
、
生
活

実
態
を
一
元
的
に
把
握
し

支
援
し
て
い
く
福
祉
の
実

現
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

町
長
支
援
を
必
要
と
さ

域
福
祉
活
動
の
推
進
に
繋

が
る
よ
う
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
む
。

再
１
点
目
、
住
民
主
体

の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
制
度
を
理
解
す
る

た
め
の
協
議
や
勉
強
会
が

必
要
と
考
え
る
が
所
見
を

伺
う
。

　
２
点
目
、
町
と
し
て
の

支
援
策
を
検
討
に
つ
い
て

改
め
て
伺
う
。

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長
勉

強
会
を
開
催
し
制
度
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
く
考
え

れ
る
方
へ
確
実
に
支
援
を

届
け
る
体
制
作
り
が
重
要

と
考
え
て
お
り
、
実
情
に

即
し
た
持
続
可
能
な
仕
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

再
担
当
職
員
の
不
足
も

課
題
と
考
え
る
が
所
見
を

伺
う
。

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長
関

係
機
関
と
連
携
し
、
情
報

問　
住
民
主
体
の
生
活
支
援
に
つ
い
て

問　
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の
実
現
を

答　
地
域
の
実
情
や
課
題
を
共
有
し
取
り
組
む

答　
整
備
目
標
に
沿
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

事
業
者
と
や
り
取
り
し
て

い
る
か
。 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

１
点
目
、
改
め
て
内
部
で

検
討
す
る
。

　
２
点
目
、
協
議
会
は
連

携
、
情
報
共
有
を
図
り
な

が
ら
機
能
し
て
お
り
、
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
３
点
目
、
事
業
者
提
案

と
選
定
委
員
会
の
審
査
を

踏
ま
え
決
定
し
て
お
り
、

改
め
て
説
明
の
場
を
設
け

る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ご

理
解
願
い
ま
す
。

　
４
点
目
、
時
期
は
後
ろ

に
ず
れ
込
む
想
定
で
あ
り

見
通
し
が
つ
き
次
第
、
早

急
に
お
知
ら
せ
を
考
え
て

い
る
。
広
報
時
期
は
事
業

者
と
協
議
し
な
が
ら
対
応

す
る
。

で
あ
り
ご
理
解
願
い
ま
す
。

町
民
福
祉
課
長
財
政
支

援
を
継
続
し
、
各
種
計
画

と
連
動
さ
せ
な
が
ら
必
要

な
支
援
策
を
検
討
す
る
考

え
で
あ
り
ご
理
解
願
い
ま

す
。

再
再
実
態
を
把
握
し
、

町
と
社
協
の
体
制
を
拡
充

し
な
が
ら
前
進
さ
せ
て
ほ

し
い
と
考
え
る
が
伺
う
。

副
町
長
役
割
分
担
を
明

確
に
し
、
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

の
あ
り
方
や
把
握
方
法
等

協
議
し
て
い
く
こ
と
を
考

え
て
お
り
ご
理
解
願
い
ま

す
。

再
再
人
員
や
課
の
体
制

を
整
理
し
な
け
れ
ば
進
ま

な
い
と
考
え
る
が
所
見
を

伺
う
。

副
町
長
令
和
８
年
度
中

に
連
携
が
と
れ
る
体
制
を

念
頭
に
進
め
、
既
存
の
機

能
の
充
実
に
力
を
注
ぎ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

道の駅外観のイメージ図

小野寺　真議員
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未利用町有地となっている旧円山第３団地跡地

の
長
期
滞
在
需
要
も
見
込

ま
れ
、
宿
泊
施
設
整
備
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
解

消
に
向
け
具
体
的
な
施
策

を
検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
の

誘
致
、
宿
泊
施
設
整
備
に

対
す
る
補
助
制
度
や
支
援

制
度
な
ど
の
検
討
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
所

見
を
伺
う
。

　
２
点
目
、
宿
泊
と
連
携

し
た
体
験
型
観
光
商
品
の

造
成
、
地
元
商
店
や
観
光

事
業
者
と
の
連
携
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
と
の
連
携
に
よ
る
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

地
域
全
体
の
観
光
消
費
を

高
め
る
仕
組
み
作
り
が
必

要
と
考
え
る
。
地
域
全
体

の
経
済
循
環
を
生
み
出
す

観
光
戦
略
に
つ
い
て
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
企
業
と
一
緒

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
所
見
を
伺
う
。

町
長
経
済
波
及
効
果
の

最
大
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
推
進
が
重
要
と
な
る

が
、
宿
泊
施
設
が
不
足
し

て
い
る
実
態
が
あ
る
。

　
観
光
消
費
額
を
向
上
さ

せ
る
体
験
型
観
光
の
メ

ニ
ュ
ー
化
を
進
め
て
お
り
、

新
道
の
駅
の
開
業
に
際
し
、

メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
り
、

滞
在
時
間
の
更
な
る
延
長

と
宿
泊
需
要
の
向
上
に
繋

が
る
好
循
環
を
生
み
出
し
、

民
泊
の
拡
大
や
空
き
家
の

活
用
等
を
含
め
、
地
域
全

体
と
し
て
最
適
な
宿
泊
環

境
の
構
築
に
向
け
た
官
民

連
携
に
よ
る
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　
２
点
目
、
道
の
駅
施
設

単
体
で
完
結
す
る
の
で
な

く
、
他
の
観
光
施
設
や
既

存
の
商
店
街
等
へ
の
人
流

の
促
進
を
図
り
、
地
域
全

体
に
経
済
循
環
を
生
み
出

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。（
仮
称
）

道
の
駅
か
も
め
島
活
性
化

連
絡
調
整
協
議
会
を
設
置

し
、
道
の
駅
運
営
上
の
課

題
、
施
設
の
魅
力
向
上
等

に
つ
い
て
協
議
、
情
報
共

有
等
を
行
い
、
差
町
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
も

意
見
交
換
及
び
確
認
を
行

い
な
が
ら
観
光
戦
略
な
ど

必
要
な
情
報
共
有
と
連
携

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ご
理
解
願
い
ま

す
。

　
仮
称
道
の
駅
か
も
め
島

整
備
事
業
に
伴
う
経
済
波

及
効
果
の
推
計
に
つ
い
て
、

総
事
業
費
21
億
円
に
対
し
、

13
年
間
で
約
59
億
８
，
２

３
８
万
円
の
経
済
波
及
効

果
が
見
込
ま
れ
、
自
主
財

源
５
億
円
で
12
倍
の
約
60

億
円
の
経
済
波
及
効
果
が

見
込
ま
れ
る
事
業
で
あ
り
、

財
政
負
担
に
対
し
て
非
常

に
高
い
経
済
効
果
が
期
待

さ
れ
る
重
要
な
政
策
で
あ

る
。

　
道
の
駅
は
、
滞
在
拠
点

型
施
設
と
し
て
機
能
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、

当
町
は
宿
泊
施
設
が
不
足

し
て
い
る
。

　
今
後
、
洋
上
風
力
発
電

事
業
等
に
よ
る
作
業
員
等

問　
道
の
駅
等
も
含
め
た
観
光
戦
略
に
つ
い
て

答　
各
団
体
と
検
討
、
連
携
を
図
っ
て
い
く

口
の
増
加
に
繋
げ
て
い
く

こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
攻
め
の
視
点
を
役
場

全
体
で
共
有
し
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
当
た
っ
て

い
く
考
え
で
あ
り
ご
理
解

願
い
ま
す
。

再
公
営
住
宅
の
用
地
は
、

底
地
が
大
き
く
有
効
活
用

が
考
え
ら
れ
る
。
前
向
き

に
企
業
誘
致
等
を
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
が
、
所
見

を
伺
う
。

町
長
町
が
持
つ
財
産
を
、

有
効
的
に
使
う
こ
と
は
非

常
に
大
事
な
こ
と
と
考
え

て
お
り
、
有
効
活
用
し
て

い
く
こ
と
に
対
し
て
、
役

場
内
全
体
で
共
有
し
な
が

ら
進
ん
で
い
け
る
よ
う
考

え
て
お
り
ご
理
解
願
い
ま

す
。

う
。町

長
耐
用
年
数
を
経
過

し
た
住
戸
が
全
体
の
約
６

割
と
な
っ
て
お
り
、
将
来

に
お
け
る
減
少
を
的
確
に

見
据
え
、
効
果
的
な
老
朽

化
対
策
を
図
り
、
適
正
な

管
理
戸
数
を
維
持
し
て
い

く
。
用
途
の
多
機
能
が
期

待
で
き
る
未
利
用
町
有
地

に
つ
い
て
、
住
宅
地
利
用

を
基
本
と
し
つ
つ
、
企
業

立
地
の
誘
致
先
と
し
て
も

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
お
り
ご
理

解
願
い
ま
す
。

　
交
付
金
制
度
の
活
用
も

含
め
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
や
人
口
減
少
に

よ
る
行
政
課
題
を
克
服

し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
地

域
を
活
性
化
さ
せ
る
取
り

組
み
に
投
資
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当

町
が
誇
る
べ
き
自
然
や
歴

史
等
の
地
域
資
源
に
加
え
、

町
有
財
産
を
フ
ル
活
用
し
、

経
済
の
好
循
環
、
交
流
人

　
公
営
住
宅
の
将
来
展
望

と
用
途
の
有
効
策
の
検
討

に
つ
い
て
、
大
都
市
以
外

の
多
く
の
地
方
都
市
や
財

政
力
の
弱
い
市
町
村
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
対
応

を
図
る
必
要
が
あ
る
。
用

途
地
域
、
立
地
条
件
な
ど
、

用
途
の
多
機
能
は
大
き
い

と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
国
土
交
通
省
は
、
イ
ン

フ
ラ
再
構
築
を
目
指
し
た

新
た
な
交
付
金
制
度
を
設

立
し
た
。
従
来
の
考
え
方

の
延
長
で
は
限
界
が
き
て

い
る
と
考
え
る
が
、
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
。
建
設

水
道
課
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
を
含
め
て
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺

問　
町
有
財
産
の
将
来
展
望
と
有
効
策
に
つ
い
て

答　
役
場
内
全
体
で
共
有
し
な
が
ら
取
り
組
む

自
由
民
主
党

議
員

室む
ろ
い井

　
正ま

さ
ゆ
き行

西海谷　望議員

室井　正行議員

無
　
会
　
派

議
員

西さ
い

海か
い

谷や

　
望の

ぞ
み
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議会インターネット配信をご覧ください議会インターネット配信をご覧ください
　議会定例会・臨時会を、動画配信サイト YouTube（ユーチューブ）でご視聴いただけます。
１ スマートフォン・タブレットから
① 右の QR コードを読み取る
② メニューから、動画を選びタップ

２ QRコードが読み取れない・パソコンから
① 動画配信サイト YouTube を検索しサイトに入る。
② 検索画面で「江差町議会」と入力し検索する。
③ 視聴したい動画を選びクリックする。

問　
江
差
追
分
条
例
の
推
進
に
つ
い
て

答　
多
方
面
か
ら
検
討
し
て
い
く

　
江
差
追
分
に
町
民
み
ん

な
で
親
し
も
う
条
例
は
平

成
29
年
よ
り
施
行
さ
れ
て

い
る
が
、
有
効
に
生
か

さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ

る
。
日
本
遺
産
の
根
底
に

も
な
っ
て
い
る
大
事
な
文

化
を
衰
退
さ
せ
な
い
た
め
、

地
元
か
ら
機
運
を
高
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
が
、
町

民
新
年
交
礼
会
の
際
な
ど
、

追
分
関
係
者
の
参
加
が
少

な
い
と
感
じ
る
。
追
分
協

議
会
宛
て
に
参
加
案
内
状

は
送
付
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
追
分
の
出
前
講
座
は

今
後
も
続
け
て
い
く
の
か
。

そ
の
他
計
画
等
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
願
う
。

町
長
町
民
が
一
丸
と
な

り
、
江
差
追
分
の
普
及
・

保
存
・
伝
承
及
び
発
信
に

努
め
ら
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
、
追
分
出
前
講
座
を

実
施
す
る
他
、
広
報
紙
を

活
用
し
た
追
分
の
紹
介
、

江
差
追
分
の
出
演
派
遣
な

ど
、
江
差
追
分
が
町
の
宝

で
あ
る
と
同
時
に
町
民
の

身
近
な
存
在
と
な
る
よ
う
、

多
方
面
か
ら
検
討
し
て
い

く
。
新
年
交
礼
会
に
関
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
り
現
在
の
形
と
な
っ
た

経
過
が
あ
る
が
、
今
後
は

以
前
の
よ
う
な
合
唱
に
戻

す
こ
と
も
含
め
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ご

理
解
願
い
ま
す
。

見
を
伺
う
。

町
長
３
会
場
あ
わ
せ
て

37
名
の
参
加
が
あ
り
、
要

望
が
あ
れ
ば
説
明
会
の
適

宜
開
催
を
考
え
て
い
る
。

既
に
開
催
、
今
後
開
催
予

定
の
町
内
会
も
あ
る
。

　
各
団
体
と
連
携
を
持
つ

こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
広
が
り
等
に
繋
が
る
と

考
え
て
い
る
。
災
害
時
に

緊
急
情
報
を
迅
速
か
つ
円

滑
に
住
民
へ
伝
達
し
安
全

の
確
保
に
繋
が
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
関
係
機
関
と

連
携
し
普
及
に
繋
げ
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
お
り
ご

　
住
民
説
明
会
を
３
か
所

で
開
催
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
何
人
の
参
加
者
が
い

た
か
ま
た
、
今
後
も
説
明

会
の
予
定
は
あ
る
か
。

　
高
齢
者
に
広
く
理
解
を

得
る
た
め
に
は
時
間
を
要

す
る
と
感
じ
る
が
、
生
活

支
援
整
備
事
業
の
中
で
、

住
民
主
体
の
各
団
体
ネ
ク

ス
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事

業
が
あ
り
、
高
齢
者
を
中

心
に
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
各
団
体
と
連
携
す

る
考
え
は
あ
る
か
。
ま
た
、

江
差
ベ
ー
ス
プ
ラ
ス
ワ
ン

で
は
、
ス
マ
ホ
教
室
を
開

い
て
お
り
、
併
せ
て
開
催

す
る
こ
と
で
よ
り
効
果
が

出
る
も
の
と
考
え
る
が
所

問　
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

答　
各
団
体
と
連
携
し
、
普
及
に
つ
な
げ
る

無
　
会
　
派

議
員

小こ
う
め梅

　
洋ひ

ろ
こ子

防災情報伝達システム説明会の様子

理
解
願
い
ま
す
。

再
ネ
ク
ス
ト
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
等
所
管
課
の
考
え

を
伺
う
。

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長

 

ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
も
ら

う
こ
と
は
効
果
的
で
あ
り
、

ベ
ー
ス
本
来
の
支
え
合
い

構
築
の
場
と
な
る
よ
う
今

後
運
用
し
て
い
く
。
ま
た
、

ネ
ク
ス
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
、
高
齢
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
住
民
主

体
の
活
動
と
な
る
よ
う
取

り
組
み
を
考
え
て
お
り
ご

理
解
願
い
ま
す
。

小梅　洋子議員

YouTube では議会の様子（左
記）のほか、各議員の一般質問
のやり取りや議案への賛否状況
なども確認することができます。
是非、YouTube 配信をご覧く
ださい。
※ �YouTube は
　「江差町議会」で検索！
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入善町担当者との意見交換 現地での洋上風力発電所（風車の様子） 現地の傍にある入善マリンウィンド事務所

　　総務産業常任委員会は、令和７年第６回臨時会で事務調査をおこし、担当課とのヒアリング、先進地視察（富
山県入善町）をおこない、調査をした結果について次のとおり報告した。

■調査の目的
　　本調査は、洋上風力発電の導入が地域経済に及ぼす影響について、先進自治体の事例や町のこれまでの取組

状況を踏まえながら調査・検討を行い、雇用創出、産業振興、地域事業者の参画可能性等の観点から、町にとっ
て望ましい洋上風力発電導入の在り方及び今後の施策検討に資することを目的とする。

■意見
　１．富山県入善町の具体的な取り組み
　　�　町の事業への関与について調整役に徹し、補助金等の財政支援は行わず、側面的な支援を積み重ねてきた。

住民理解と合意形成においては、説明対象地域を段階的に広げながら丁寧に説明を重ねたことが反対意見の
抑制に繋がったと考えられている。

　２．地域経済への影響や漁業関係者・環境との関係について
　　�　固定資産税による新たな財源確保や、再生可能エネルギー電力の地産地消による企業誘致の可能性など、

中長期的な効果が期待されている。
　　�　洋上風力発電所設置場所が主要漁場を避けて建設されたことや、漁協との継続的な情報共有により、大き

な反対は生じなかった。加えて、洗堀防止材周辺に藻場が形成され、魚類が集まるといった環境面での副次
的効果も報告されており、洋上風力発電と漁業の共存の可能性を示す一例と言える。

　３．洋上風力発電事業に取り組む上で
　　�　法定協議会において自治体が主体的に意見を述べ、地域の要望を国や事業計画に反映させていくことの重

要性が指摘された。今後の大規模展開を見据えた場合、メンテナンス人材の育成、宿泊施設等の受入体制整備、
資材調達を含めた地域内経済循環の仕組みづくりが不可欠であり、事業開始後でなく事前段階からの準備が
極めて重要である。

　４．委員会としての提言
　　（１）行政は事業主体者とならず、調整・支援に徹する立場を明確にすること
　　（２）住民・漁業関係者との丁寧かつ段階的な合意形成を最優先とすること
　　（３）地元事業者・人材が参画できる仕組みを事前に構築すること
　　（４）再生可能エネルギーを活用した企業誘致や産業振興へ戦略的につなげること
　　（５）宿泊・物流・人材育成など周辺環境整備を広域的視点で検討すること

総務産業常任委員会
『洋上風力発電導入に向けた地域経済への影響に関する事務調査』

　常　任　委　員　会　常　任　委　員　会　　　　　　　　　　　　事務調査継続中！　　　　　　　　　　　　事務調査継続中！議会改革調査特別委員会議会改革調査特別委員会
社会文教常任委員会　『江差町における高等学校の在り方に関する事務調査』

江差町議会だより 14

定

例

会

議
案
審
議

行
政
報
告

一
般
質
問

臨

時

会

委

員

会



出欠状況をお知らせします！出欠状況をお知らせします！
令和 8 年 1 月 1 日から 3 月 3 １日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

○：出席　▲：欠席（公務）　●：欠席（中の数字：1 傷病・2 出産・3 育児・4 看護・5 介護・6 私用・7 早退）

会 　 議 　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長委員長 副委員長 委  員 委  員 委  員 委  員 委員長 副委員長 委  員 委  員 委  員
大
門
　
和
幸

西
海
谷
　
望

飯
田
　
隆
一

室
井
　
正
行

小
梅
　
洋
子

田
畑
　
豊
利

出
﨑
　
太
郎

小
野
寺
　
真

打
越
東
亜
夫

塚
本
　
　
眞

増
永
　
一
彦

萩
原
　
　
徹

第 １ 回 定 例 会
3 月 1 0 日 ○ ○ ○ ○ ○ ❼ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

3 月 1 1 日 ○ ○ ○ ○ ○ ❼ ○ ○ ❶ ○ ○ ○

第 １ 回 臨 時 会 2 月 2 0 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

第１回全員協議会 1 月 9 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ❻ ○ ○ ○ ○ ○

第２回全員協議会 2 月 2 0 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務産業常任委員会 3 月 2 日 ○ ○ ○ ○ ○ ❻

社会文教常任委員会 2 月 2 5 日 ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会
1 月 1 5 日 ○ ○ ○ ○ ○

3 月 2 5 日 ○ ○ ○ ○ ○

議 会 運 営 委 員 会

2 月 1 8 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 月 2 0 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 月 2 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

　

　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴すること
ができます。
　皆様の傍聴をお待ちしております。

みんなみんなのの議会 傍聴議会 傍聴しませんかしませんか
次の定例会は次の定例会は６６月月です。です。日程は日程は

ホームページホームページでお知らせします。でお知らせします。

　

　定例会の日程、審議内容の他、平成24年度
以降の会議録を閲覧することができます。議会
だよりへの掲載は、紙面の都合上、一部省略し
ております。詳しくはHPにてご確認願います。

（議会HPアドレス）
https://www.hokkaido-esashi.
jp/gikai/gikai.html

議会ホームページをご覧下さい議会ホームページをご覧下さい

北海道社会貢献賞を受賞

室井　正行 議員
　町議会議員として８期30年の永きにわ
たり在職し、副議長、総務産業常任委員
長などを歴任した功績が認められ、北海
道知事より北海道社会貢献賞を受賞され
ました。

町長から室井議員に対し、2月臨時会開会前に
社会貢献賞が伝達されました。
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江差町議会第１回定例会　賛否一覧

議　　　件　　　名

増
永
　
一
彦

大
門
　
和
幸

田
畑
　
豊
利

出
﨑
　
太
郎

西
海
谷
　
望

小
梅
　
洋
子

室
井
　
正
行

小
野
寺
　
真

飯
田
　
隆
一

打
越
東
亜
夫

塚
本
　
　
眞

採決
結果

議案第１号 令和7年度江差町一般会計補正予算（第２２号）について × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第２号 令和7年度江差町国民健康保険費特別会計補正予算（第４
号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第３号 令和7年度江差町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２
号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第４号 令和7年度江差町介護保険特別会計補正予算（第４号）につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第５号 令和7年度江差町水道事業会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第６号 令和7年度江差町公共下水道事業会計補正予算（第４号）に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第７号 令和８年度江差町一般会計予算について × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第８号 令和８年度江差町国民健康保険費特別会計予算について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第９号 令和８年度江差町後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第１０号 令和８年度介護保険特別会計予算について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第１１号 令和８年度江差町地方卸売市場事業特別会計予算について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第１２号 令和８年度江差町港湾整備事業特別会計予算について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第１３号 令和８年度江差町奨学金特別会計予算について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第１４号 令和８年度江差町水道事業会計予算について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第１５号 令和８年度江差町公共下水道事業会計予算について ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第１６号 江差町財政調整基金の処分について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第１７号 江差町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める
条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第１８号 江差町地方卸売市場設置条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第１９号 江差港マリーナ施設条例の一部を改正する条例について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第２０号 繁次郎の里簡易宿泊施設設置条例の一部を改正する条例につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第２１号 財産の減額貸付について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第２２号 江差町過疎地域持続的発展市町村計画（令和８年度～令和
１２年度）の策定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可決

議案第２３号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第１号 高額療養費制度の負担上限額引き上げの撤回を求める意見書
の提出について ○ ○ 欠 ○ × ○ × ○ × 欠 ○ 可決

（凡例：賛成：〇　　反対：×　　欠席：欠）
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2
月
20
日
に
第
１
回
臨
時
会
が
行

な
わ
れ
、
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
原

案
ど
お
り
可
決
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
【
第
１
回
臨
時
会
】

◎
承
認

◇
令
和
７
年
（
行
ウ
）
第
３
号
原
処
分
取

消
等
請
求
事
件
訴
訟
対
応

71
万
４
千
円

◇
低
所
得
者
世
帯
燃
料
費
等
高
騰
対
策
給

付
金
事
業
（
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
事
業
）

９
８
４
万
円

◇
令
和
７
年
度
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援

手
当
支
給
事
業

１
，
７
２
９
万
３
千
円

◇
省
エ
ネ
エ
ア
コ
ン
導
入
促
進
事
業
（
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
）

５
０
０
万
円

◇
物
価
高
騰
対
策
農
業
者
支
援
事
業
（
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
）

４
３
３
万
２
千
円

◇
物
価
高
騰
対
策
漁
業
者
支
援
事
業
（
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
）

７
３
０
万
円

◇
“
エ
エ
町
江
差
”
み
ん
な
の
商
品
券
事

業
（
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

事
業
）

１
億
３
，
５
３
１
万
円

◇
第
51
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
第
27

回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

９
８
９
万
８
千
円

◇
（
仮
称
）
道
の
駅
「
か
も
め
島
」
整
備

事
業
（
開
陽
丸
管
理
棟
解
体
事
業
）

　
※
繰
越
明
許
費
補
正

８
，
９
４
３
万
円

◎
補
正
予
算
（
一
般
会
計
）

◇
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
対
策

９
８
９
万
６
千
円

◇
（
仮
称
）
道
の
駅
「
か
も
め
島
」
整
備

事
業 

開
陽
丸
管
理
棟
解
体
に
伴
う
財

産
処
分
に
係
る
国
庫
返
還
金

 

１
，
２
２
０
万
７
千
円

◇
図
書
館
資
料
整
備　
　
　
　
　
13
万
円

◎
契
約
の
締
結

■
（
仮
称
）
道
の
駅
「
か
も
め
島
」
整

備
事
業
既
存
施
設
等
解
体
工
事

臨
　
時
　
会

解体中の開陽丸青少年センター

全員協議会を開催しました！
　１月９日に第１回、２月２０日に第２回の全員協議会が開催され議員に対し理事者側から
下記の内容について説明がありました。

●　第１回全員協議会（１月９日）
　・国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金について

●　第２回全員協議会（２月２０日）
　・和８年度江差町予算概要について
　・令和８年度一部事務組合予算概要について
　・乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）
　　制度概要等について
　・旧町営レストラン施設について
　・江差町ヒグマゾーニング計画について
　・北の江の島拠点施設（仮称）道の駅「かもめ島」
　　整備事業者選定委員会の委員氏名等の情報公開について
　・（仮称）道の駅「かもめ島」整備事業に伴う経済波及効果の推計について

見 本

“ エエ町江差 ”みんなの商品券（見本）
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この用紙は、原材料の一部に
道産間伐材を使用しています
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令
和
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年
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月
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発
行
／
北
海
道
江
差
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
０４３-８５６０  北

海
道
檜
山
郡
江
差
町
字
中
歌
町
１９３番

地
１

TEL 0139ｰ52ｰ6713
FAX 0139ｰ52ｰ5333

江
差

町
議

会
だ

よ
り

江差町議会だより

議会からのお願い　議会だより取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

議会の動き議会の動き
◆第１回全員協議会
◆議会広報特別委員会
◆檜山町村議長会定例議長会（乙部町：議長）

◆議会運営委員会　
◆議会運営委員会　
◆第１回臨時会　
◆第２回全員協議会
◆社会文教常任委員会

◆議会運営委員会
◆総務産業常任委員会
◆第１回定例会

◆南部桧山衛生処理組合議会全員協議会
◆南部桧山衛生処理組合議会第１回定例会

（西海谷議員、大門議員）
◆檜山広域行政組合議会運営委員会

（小野寺議員）
◆檜山広域行政組合議会第３回定例会

（小野寺議員、出﨑議員）
◆議会広報特別委員会

1月9日
1月15日
1月26日

2月18日
2月20日

2月25日

3月2日

3月10日
  ～11日
3月23日

3月25日

☆ ピカピカの１年生、元気にスタート
　令和８年４月６日　笑顔いっぱいの新１年生たちが
元気に新しい一歩を踏み出しました。
　これから始まる
学校生活の中で、た
くさん学び、大きく
成長していくこと
を楽しみにしてい
ます。
　地域みんなで、子
ど も た ち の 未 来
を応援していきま
しょう！

今 号 の 表 紙

（撮影者：大門　和幸　議会広報特別委員会委員）

江差町立たばかぜ保育園の開園式に出席しました！江差町立たばかぜ保育園の開園式に出席しました！

子どもたちによる歌の披露子どもたちによる歌の披露 開園式の様子開園式の様子

施設見学の様子施設見学の様子

　日明保育園と水堀保育園が
統合され、新たに「たばかぜ保
育園」が開園しました。
　江差町より当議会へ、当園開
園式のお招きがあり、４月12日、
開園式へ出席しました。
　開園式では、塚本副議長が祝
辞を述べた後、園児による歌の
披露、施設概要の説明及び施設
見学などが行われました。


